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和 光 市 は 、 平 成 １ ３ 年 １ ２ 月 に ２ ０ 年 先 の

ま ち づ く り の 取 組 を 見 据 え 、 市 民 の 皆 様 と 市

が 共 有 す る ま ち づ く り の ビ ジ ョ ン と し て 都 市

計 画 マ ス タ ー プ ラ ン を 策 定 し 、 「 心 和 み 、 光

輝 く ま ち ホ ー ム タ ウ ン 和 光 」 を 目 指 し て

様 々 な 取 組 を 進 め て き ま し た 。

策 定 か ら １ ２ 年 が 経 過 し 、そ の 間 に 土 地 区 画 整 理 事 業 等 に よ る ま

ち づ く り 事 業 の 進 捗 、都 市 計 画 法 等 の い わ ゆ る ま ち づ く り 三 法 の 改

正 や 景 観 法 が 施 行 さ れ 和 光 市 が 景 観 行 政 団 体 に な る な ど の 制 度 面

の 変 化 、 東 京 メ ト ロ 副 都 心 線 の 開 通 、 東 日 本 大 震 災 に よ る 防 災 意 識

と 対 策 へ の 対 応 な ど 和 光 市 を 取 り 巻 く 社 会 環 境 は 大 き く 変 化 し 、策

定 時 に は 想 定 し て い な か っ た 新 た な 課 題 も 生 じ て き て い ま す 。ま た 、

「 第 四 次 和 光 市 総 合 振 興 計 画 基 本 構 想（ 平 成 ２ ３ 年 度 ～ 平 成 ３ ２ 年

度 ） や 市 の 関 連 計 画 に つ い て も 策 定 ・ 改 訂 が さ れ て い ま す 。 こ の た

め 、 こ れ ら の 計 画 と の 整 合 を 図 る と と も に 、 社 会 環 境 の 変 化 に 対 応

し た 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン の 改 訂 を 行 い ま し た 。

改 訂 に 当 た っ て は 、 市 民 意 向 （ ア ン ケ ー ト ） 調 査 、 都 市 計 画 に 関

係 す る 各 機 関 ・ 団 体 の 方 や 学 識 経 験 者 、 市 民 公 募 委 員 を 含 む 「 和 光

市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 検 討 市 民 委 員 会 」を 組 織 し て 課 題 や 方 針

の 検 討 を し て い た だ く と と も に 、 パ ブ リ ッ ク ・ コ メ ン ト に よ る 意 見

募 集 、 和 光 市 都 市 計 画 審 議 会 へ の 諮 問 を 行 い 、 広 く 市 民 等 の 意 見 を

反 映 し た 改 訂 を 行 い ま し た 。

み ど り 豊 か な 住 宅 都 市 と し て 、駅 を 中 心 と し た 利 便 性 の 高 い 地 域

に お い て は 高 度 利 用 を 推 進 し 、駅 か ら 一 定 の 距 離 の あ る 地 域 は 戸 建

住 宅 や 中 低 層 住 宅 を 中 心 と し た 住 宅 地 の 形 成 を 図 る と と も に 、優 良

な 農 地 や み ど り の 保 全 に 努 め 、メ リ ハ リ の あ る 土 地 利 用 を 明 確 に す

る と と も に 、関 連 す る 制 度 の 改 正 を 視 野 に 入 れ た プ ラ ン と な っ て い

ま す 。

今 後 は 、 こ の 新 し い マ ス タ ー プ ラ ン の 実 現 に 向 け て 市 民 、 事 業 者

の 皆 様 と の 連 携 を よ り 深 め 、 「 住 ん で み た い 、 住 み 続 け た い 」 と 思

え る よ う な 、快 適 で 暮 ら し や す く 魅 力 あ る ま ち づ く り を 進 め て ま い

り ま す の で 、 ご 理 解 と ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。

最 後 に 、熱 心 に ご 議 論 い た だ き ま し た 検 討 市 民 委 員 会 の 委 員 の 皆

様 、 都 市 計 画 審 議 会 の 委 員 の 皆 様 、 パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト な ど を 通 じ

て ご 意 見 い た だ き ま し た 市 民 の 皆 様 に 対 し て 、心 よ り 御 礼 申 し 上 げ

ま す 。

改訂にあたって

平成２６年３月 和光市長



見直しの背景

都市計画マスタープランの策定から 12 年余りが経過し、その間に社会情勢の変化や

新たな都市基盤の整備により土地利用が変化しています。さらに、和光市では平成 23

年度より新たに第四次和光市総合振興計画がスタートしており、埼玉県で定める和光都

市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針についても見直しが行われました。

また、都市計画法、中心市街地活性化法、大規模小売店舗立地法のいわゆるまちづく

り三法の改正や新たに景観法が施行され和光市が景観行政団体になるなどの制度面の

変化、少子高齢化の進展や安全・安心への関心の高まり、コンパクトなまちづくりに向

けた対応など、まちづくりを取り巻く状況も大きく変化し、対応すべき新たな課題が生

じています。

これらの課題に対応し、時代のニーズにあった実効性のある都市計画マスタープラン

とするため、今回見直しを行いました。

見直しの方針

本計画の見直しに当たっては、社会情勢の変化、法令等の改正及び都市計画の変更に

よる経年変化への対応を図るとともに、都市計画基礎調査の結果を反映させることとし

ました。

また、第四次和光市総合振興計画や和光都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全

の方針に位置付けられた施策との整合を図ることとしました。

見直しに向けた取組の流れ

本計画の見直しに当たっては、市民意向調査を実施し広く市民の意向を収集するとと

もに、市民参加による「検討市民委員会」を組織して課題や方針の検討を行いました。

また、パブリック・コメントによる意見募集を行い、市民の意見を反映させるととも

に和光市都市計画審議会に諮るなど、広く市民の参加を得て見直しを行いました。

はじめに
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